
藤沢市災害時福祉ボランティア事前登録制度要綱 

 

制定 平成３０年１０月 １日 

最終改正 令和 ７年 ６月 １日 

 

（目 的） 

第１条  この要綱は、市内に大規模な災害が発生した場合等に必要な災害時福祉ボ       

ランティアを市が事前に登録する制度に関し、必要な事項を定めることにより、

福祉避難所（一次）等の円滑な運営体制を確立することを目的とする。 

（定 義） 

第２条  この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると 

 ころによる。 

（１）災害時福祉ボランティア 福祉避難所（一次）等の運営において必要とな

る専門的な技能を有し、大規模災害の発生時に際して、当該運営に協力する

ボランティアをいう。 

（２）福祉避難所（一次）等 福祉避難所（一次）、地区防災拠点本部及び指定避

難所をいう。 

（活動内容） 

第３条  災害時福祉ボランティアは、大規模災害が発生した場合において、次に掲 

げる活動を行うものとする。 

（１）専門知識、経験等を活かした福祉避難所（一次）等の運営支援 

（２）前号に掲げるもののほか、藤沢市災害対策本部長（以下「本部長」という

が必要であると認めた活動 

２ 災害時福祉ボランティアは、平常時において、市が主催する研修会等への参加

に努めるものとする。 

（参集要件） 

第４条  災害時福祉ボランティアは、次の各号に掲げる事象が発生してから２４時 

間経過以降に前条第１項に規定する活動が可能な状況であるときは、あらかじめ

市が指定した参集場所又は市が指示する場所に参集するものとする。この場合に

おいて、通信手段が確保されているときは、参集場所へ事前に連絡するものとす

る。 

 （１）市内で震度５強以上の地震を観測したとき 

 （２）相模湾・三浦半島に大津波警報又は津波警報が発表されたとき 



 （３）市内に特別警報が発表されたとき 

２ 前項各号に掲げる事象が発生してから２４時間経過時点において、市内に指定

避難所等が開設されていない場合は、前項の規定は、適用しない。 

３ 第１項に規定する場合のほか、本部長から活動要請があった場合であって、前

条第１項に規定する活動を行うことが可能な状況であるときは、あらかじめ指定

した参集場所又は市が指示する場所に参集するものとする。 

（登録要件） 

第５条  災害時福祉ボランティアに登録することができる者は、次に定める要件を 

満たすものとする。 

 （１）次条第１項に規定する申込みをする日において、満１８歳以上であること。 

 （２）別表に掲げる項目のいずれかを満たしていること。 

（登録手続き等） 

第６条  災害時福祉ボランティアとして登録を受けようとする者は、藤沢市災害時 

福祉ボランティア登録申込書（第１号様式）を市長に提出するものとする。 

２ 市長は、前項の規定により申込みがあったときは、藤沢市災害時福祉ボランテ

ィア登録者名簿（第２号様式。以下「登録者名簿」という。）に登録するものとす

る。 

（登録証の交付等） 

第７条  市長は、前条の規定により登録を受けた者（以下「登録者」という。）に 

藤沢市災害時福祉ボランティア登録証（第３号様式。以下「登録証」という。）を

交付するものとする。 

２ 登録者は、第３条に規定する活動を行う場合には常に登録証を携帯し、市職員

や避難者等から請求があったときは、これを提示しなければならない。 

（活動期間） 

第８条  登録者が活動を行う期間は、登録者の任意の期間とする。 

（登録の更新） 

第９条 登録者については、５年に１度を目途に登録の更新を行う。更新する場合 

は、藤沢市災害時福祉ボランティア登録事項更新・変更届（第４号様式）を市長

に提出しなければならない。更新の意思確認が取れない場合は、通知の上登録を

抹消する。 

２ 有効期限は登録した年度から起算して５年後の年度末日とする。なお、令和元

年度以前にボランティア登録を行っている場合については、令和７年度末日を有

効期限とする。 



（登録の変更） 

第１０条 登録者は、登録した事項に変更が生じた場合は、藤沢市災害時福祉ボラン 

ティア登録事項更新・変更届（第４号様式）を市長に提出しなければならない。 

（登録の辞退） 

第１１条 登録者は、登録を辞退する場合は、藤沢市災害時福祉ボランティア登録 

 辞退届（第５号様式）を市長に提出しなければならない。 

２ 前項の規定により登録を辞退した者は、速やかに登録証を市長に返還しなけれ

ばならない。 

（登録の抹消） 

第１２条 市長は、登録者として不適当と認めたときは、当該登録を取り消すこが

できる。 

２ 前項の規定により登録を抹消された者は、直ちに登録証を市長に返還しなけれ

ばならない。 

（活動の報酬） 

第１３条 本制度による災害時福祉ボランティアの活動は、無償で行うものとする。 

（登録者の個人情報） 

第１４条 市長は、本制度による災害時福祉ボランティアの活動に必要な範囲にお

いて、登録者に関する情報を関係部署及び地区防災拠点本部等の関係機関へ提供

するものとする。 

（保険及び補償） 

第１５条 市長は、ボランティア活動保険の加入手続のため、藤沢市社会福祉協議

会へ登録者名簿を提供するとともに、市内で大規模な災害が発生した場合には、

藤沢市社会福祉協議会に対し、当該保険の加入手続を依頼する。 

第１６条 ボランティア活動保険の保険料は、市が負担する。この場合において、

藤沢市社会福祉協議会が、当該保険料の一部又は全部を負担することができるも

のとする。 

第１７条 災害時福祉ボランティア活動中の事故等に対する補償については、ボラ

ンティア活動保険の範囲内で行うものとする。 

（情報提供等） 

第１８条 市長は、登録者に対して、必要な情報提供等に努めるものとする。 

（庶 務） 

第１９条 災害時福祉ボランティア事前登録制度の庶務は、防災安全部災害対策課

において処理する。 



（委 任） 

第２０条 この要綱に定めるもののほか、災害時福祉ボランティアの登録に関し必

要な事項は、市長が別に定める。 

 

  附 則 

この要綱は、平成３０年１０月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和７年６月１日から施行する。 

 

 

別表（第５条関係） 

分 野 対 象 者 

保 健 福 祉  保健福祉に関する資格を有する方や、施設内、在宅等で福祉に関

する業務経験を有する方。 

 

【資格の例】 

保健師、看護師、准看護師、歯科衛生士、管理栄養士、栄養士、社

会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士、介護職員初任者研修修了

者、介護支援専門員、手話通訳士、手話通訳全国統一試験合格者、

神奈川県認定手話通訳者、障がい者相談支援専門員、ガイドヘル

パーなど 

 

語 学 日本語と外国語での日常会話程度の通訳ができる方。 

 


